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会  議  録 

会 議 名 第２５期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１回 

事 務 局 公民館本館 

開 催 日 時 平成３０年 ８月７日（火）午前１０時～正午 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ 

出 席 委 員 生馬委員 岸川委員 照井委員 藤原委員 宗像委員 

欠 席 委 員 苅込委員  

事 務 局 員 大久保係長 倉澤主任 長堀主事 和田主事 溝江非常勤  

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 第２５期企画実行委員委嘱状の伝達 

２ 第３４期小金井市公民館運営審議会第９回審議会の報告 

３ 主催事業について 

 ⑴事業の報告 

①シルバー大学（前期）について 

②市民講座「夏こそ始める！冷え症改善のための温活講座」に

ついて 

⑵事業の計画 

①今年度の事業と担当について 

②シルバー大学（後期）について 

③成人大学講座について 

④生きがい広場について 

⑤市民講座について 

⑥市民がつくる自主講座について 

４ その他 

  企画実行委員新任研修について 

５ 配付資料 

⑴ 公民館運営審議会の報告資料 

⑵ シルバー大学（前期）報告資料 

⑶ 市民講座「夏こそ始める！冷え症改善のための温活講座」報告

資料 

⑷ 平成３０年度本館主催事業運営予定表 

⑸ シルバー大学（後期）ちらし 

⑹ 成人大学講座「日本語の見かた考えかた」ちらし 

⑺ 市民講座「多摩地域の江戸名所図会の挿絵を巡る」資料 

⑻ 市民講座「家族で乗りこえる小１の壁」資料 

⑼ 成人学校「篆刻入門」資料 

⑽ 市民がつくる自主講座一覧表 

⑾ 企画実行委員新任研修の開催について 

⑿ 公民館三者合同研修会の開催について 
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会  議  結  果 

（要点筆記） 

１ 第２５期企画実行委員委嘱状の伝達 

 

２ 公民館運営審議会の報告 

大久保係長 第３４期第９回目の公民館運営審議会を７/１９(木)に行った。 

報告事項 ①都公連委員部会運営委員 ②公民館事業の報告について…本館 

からは「シルバー大学（前期）」、「子どもの人権講座」を報告。 

協議事項 ①第３４期公民館運営審議会検討事項等について ②小金井市公 

民館中長期計画策定スケジュールについて 

審議事項 公民館事業の計画について…本館からは市民講座「夏こそ始める！ 

冷え症改善のための温活講座」、成人大学講座「日本語の見かた考えかた」、市 

民がつくる自主講座（一般部門・男女共同参画部門）を提出。 

その他 公民館事業運営委託評価について…審議会終了後、東分館の事業運営 

委託評価を行った。 

 

３ 事業の報告について 

⑴シルバー大学（前期）について 

長堀主事  前期の参加者は６４人、出席者が少ないのは野外研修と反省会。講義だけの 

出席率は８８％とかなり高かった。反省会への一般の参加者は１０人だった。 

反省会では、野外研修は大雨だったが大変良かったとの意見が多く出された。 

また、さらに多くの参加者を受け入れるため、会場の机をなくし椅子だけに 

してはどうか、という意見も出たが、主催者側としては机と椅子はセットで 

学習環境に必要と考える。 

 アンケートの運営面の「大変満足」が多かったのはすごいことで、準備会メ 

ンバー、企画実行委員の方々のご協力に大変感謝している。 

照井委員  「反省会」の位置づけや雰囲気がもう少し分かるように、チラシの記載や説

明などを工夫するとよい。 

生馬委員  反省会は必要ないと感じた。野外研修は思いのほか良かった。交流はないも

のと割り切って参加したが、思いがけず友人ができた。 

岸川委員  反省会で出される「良くなかった」少数意見が大事だと感じた。 

長堀主事  担当としては、講座を振り返り意見交換することは重要なので、人数が少な

くても反省会を行うべきと考える。来年度の準備会で諮りたい。 

 ⑵市民講座「夏こそ始める！冷え症改善のための温活講座」について 

倉澤主任  申込みが多かったため、定員３０人のところ３５人まで受け入れたが、それ

でも何人かはお断りする結果となってしまい残念。参加者は３０～８０代と幅

広く、年代を問わず冷え症に悩んでいる方が多いことが分かった。講座後半は

講師が参加者一人一人に直接マッサージ指導をしてくださり、大変好評だっ

た。 

宗像委員  ご夫婦での参加や若い男性の参加もあり、会場は満席だった。講師が一人一

人に押す位置や強さを教えながら回ったので、参加者からも好評だった。土曜

開催だったので、お仕事をされている方も参加しやすかったのではないか。 
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４ 事業の計画 

 ⑴今年度の事業と担当について 

倉澤主任  平成３０年度の本館主催事業企画運営予定表をお配りした。担当より、簡単

に各講座の概要をご説明する。引き続き委員の方はこれまで担当していた講座

もあると思うが、今回の改選を機に一度白紙に戻し、再度担当を決定いたした

い。 ―各担当より講座の概要説明を行った。― 

⑵シルバー大学（後期）について 

長堀主事  後期は市報７/１５号で募集し、６６人を受け入れ落選者はなし。内容は前

期とほぼ同じ。実施は土曜午前中、会場は東分館となる。なお、前期の野外研

修ではキユーピー工場見学を行ったが、土曜は実施していないため後期では見

学せず、浅間神社と忍野八海をゆっくり散策し、早めに帰路に就く予定。 

 ⑶成人大学講座「日本語の見かた考えかた」について 

長堀主事  日程、内容はお配りしたチラシのとおり。定員 200 人のところ、８/７現在

申し込みは４６人。会場が東京学芸大学のため、例年数か所に道案内の看板を

設置している。担当企画実行委員の方には主に受付をお願いしたい。 

 ⑷高齢者学級「生きがい広場」について 

溝江非常勤 ９月より後半が始まる。企画実行委員全員が担当となっている。お配りした

予定表のうち、ご出席いただける日にちに○をしてご提出いただきたい。特に、

１０/２３の野外研修は電車利用のため、できるだけ多くの方にお手伝いいた

だきたい。 

 ⑸市民講座について 

倉澤主任  「多摩地域の江戸名所図会の挿絵を巡る」については、実施要項のとおり開

催日時等が決定している。昨年度好評だった講座の第二弾で、見学範囲を府中、

調布市域に範囲を広げて巡る。３回連続講座で初回が講義、２、３回は現地見

学を予定している。 

もう一枠の子育て世代対象の保育付き講座として、別紙のとおり「家族で乗

りこえる小１の壁」を提案する。共働き家庭は子どもの小学校入学を期に様々

な理由から仕事と育児の両立が難しくなる。本講座ではその備えと対策、また

初めての子どもだけでの登下校や留守番の際、子どもを犯罪や事故から守る安

全対策について学ぶ。開催時期はインフルエンザ流行前の年内を考えている。 

⑹成人学校について 

溝江非常勤 「篆刻入門」は別紙のとおり、１０/２４～１１/１４、毎週水曜全４回講座 

で実施する。定員は２０人だが、申込が多い場合最大何人まで受け入れ可能か 

講師と相談する。成人学校の残り２回分は年明けに実施予定で企画中。 

 ⑺市民がつくる自主講座について 

和田主事  ７/１９の公民館運営審議会で承認を得て、別紙一覧表のとおり決定した。 

講座回数、保育人数等、各団体にご協力いただき、申請のあった団体すべての 

講座を承認することができた。１０月より順次実施していく。 

 

＜決定した担当企画実行委員＞（五十音順） 

「シルバー大学」･･･照井委員、藤原委員 

「成人大学講座」･･･生馬委員、岸川委員 

「生きがい広場」･･･全委員 
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「江戸名所図会」･･･照井委員、宗像委員 

「菜園教室」･･･宗像委員 

「篆刻入門」･･･岸川委員、藤原委員 

「市民映画会」･･･照井委員、宗像委員 

 

５ その他 

 ⑴企画実行委員新任研修の開催について 

大久保係長 研修の通知をお配りした。１０月１６日午後２時より本館で行う。現在貫井 

北分館の企画実行委員の欠員補充手続きを行っており、全館の委員が揃ってか 

ら実施したいため、この時期の開催とさせていただいた。新規の委員の方はも 

ちろん、２期目３期目の委員の皆さんも参加していただきたい。 

 ⑵三者合同研修会の開催について 

大久保係長 平成３０年度小金井市公民館三者合同研修会を１０月２日午後２時より本 

館で行う。今年は小金井市制施行６０周年に当たるため、改めてわがまちを知 

るという意味もあり、小金井史談会の方を講師にお招きし開催する。こちらも 

ぜひご参加いただきたい。 

長堀主事  三者合同研修会は各館持ち回りの当番制で実施しており、今年度は本館が担

当となる。当日は企画実行委員の皆さんにも、受付、会場設営等をお願いした

い。 

 

 

次回会議：９月４日（火）午前１０時～ 公民館本館学習室Ａにて 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


